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1．はじめに

　身体活動が私たちにとって様々な影響を及ぼすことは広く認知されている。例えば，体力の向上
と大きく関連していること（文部科学省 2012）や，肥満や高血圧等の生活習慣病，抑うつ症状や
疲労自覚症状といったメンタルヘルスにも好ましい影響を与えていることが明らかにされている
（安田ら 2012・上地ら 2001）。また，近年では生理的・心理的健康の保持増進のみならず，社会性
の育成や学習の効果を高めるうえでも期待できることが明らかにされている。森村（2015）は 10
分間のジョギング活動が学習の効果を高めるうえでも好ましい影響が期待できることを示してお
り，島本・石井（2007）はスポーツを通してチームメイトやパートナーとの相互作用が展開され，
社会的スキルが活発に実践されていることを示唆している。
　身体活動の効果や価値が多くの研究で明らかにされているにも関わらず，子どもの日常的な身体
活動は ,  生活の利便化や生活様式の変化によって減少傾向にある（中央教育審議会 2002）。文部科学
省（2015）においても，子どもの体力は昭和 60年頃と比較すると低い状態にあること，運動を行う
子どもとそうでない子どもの二極化が問題視されており，子どもの生活全体における身体活動の低
下が窺える。このような問題を踏まえ，子どもの身体活動を効果的に推進するために，学校の休み
時間に着目した研究が多く行われている（佐藤ら 2012）。休み時間はすべての子どもに対して毎日位
置付けられている時間であり，日常的に身体活動を推進できる有効な場面である（佐藤ら 2012）。
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　学校の休み時間の身体活動において，性差や環境による身体活動量の違いや，固定施設や用具の
提供といった介入研究は多く見受けられ，また，休み時間に身体活動を行っている子どもとそうで
ない子どもの心身の健康への影響についての研究は多く見られるが，社会性の育成への効果に着目
した研究はあまり多くない。
　そこで本研究では，小学生を対象に，質問紙調査を用いて休み時間の身体活動 1）の状況と児童
の心身の健康及び社会性の関係について横断的に検討することを目的とした。

2. 研究方法

2-1　対象と実施時期
　本研究では，学校の休み時間において，運動遊び等の身体活動に多く取り組んでいる小学生を調
査の対象とし，茨城県内の公立小学校 4校，3学年から 6学年までの児童 916名（男子 446名，女
子 470名）を対象とした。内訳は 3学年 234名，4学年 214名，5学年 246名，6学年 222名であっ
た。尚，今回対象とした学年は発達段階を考慮し，3学年以上とした。調査は無記名自記式の調査
票を用いて，平成 27年 1月上旬に配布し，1月下旬に回収した。

2-2　調査内容
　主な調査内容は，ⅰ休み時間の運動頻度，ⅱスポーツクラブ等での運動頻度，ⅲ心身の健康要因，
ⅳ社会性要因を設定した。ⅰについては，「中休みや昼休みなどの休み時間において週どれくらい
運動しますか。」の設問に対し，「①ほとんど毎日する」，「②ときどきする」，「③ほとんどやらない」
から回答させた。ⅱのスポーツクラブ等での運動頻度も同様に設問し，回答を求めた。
　ⅲ心身の健康要因については，身体的健康要因と精神的健康要因の 2つに分けて設問した。身体
的健康要因として，前橋ら（1993）が作成した「児童用疲労自覚症状調べ」を参考に 4項目，精
神的健康要因については，上地ら（2001）が作成した「小学校高学年用簡易健康調査票」を参考
に 4項目設定した。回答選択肢は身体的・精神的健康要因共に「①よくある」「②たまにある」「③
ほとんどない」「④まったくない」の 4件法とした。
　ⅳ社会性要因については中山ら（2010）が作成した「子ども用 5領域自尊心尺度」，及び梅山ら
（2012）が作成した「社会的スキル尺度」を参考に 8項目設定した。回答選択肢は「①とてもそう思う」
「②そう思う」「③少しそう思う」「④あまりそう思わない」「⑤そう思わない」「⑥まったくそう思
わない」までの 6件法とした。

2-2　分析方法
　スポーツクラブ等の加入の有無と児童の休み時間における運動頻度の実態を把握するために単純
集計を実施した。次に休み時間における運動頻度の回答選択肢間において，心身の健康要因及び社
会性要因と差があるかを検討するために，対象者全体で 18項目すべての項目間において Kruskal-
Wallis検定を実施した。有意な差が見られた項目については運動頻度による差を検討するために，
Mann-Whitneyの U検定を行なった。
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　また，休み時間における運動頻度と心身の健康要因及び社会性要因の関係を検討するために，
スポーツクラブ加入者を除いた 395名を分析の対象とし，再度 Kruskal-Wallis検定及びMann-
Whitneyの U検定を実施した。同様の手順で，男女別，学年別での差も検討した。なお，分析に
は SPSS15.0を使用し，有意水準は全て 5％未満とした。

3.　結果と考察

3-1　休み時間における運動頻度及びスポーツクラブなどの加入の実態
　対象児童の休み時間の運動頻度の実態は，表 1に示す通り「ほとんど毎日する」267名（29.1％），
「ときどきする」447名（48.1％），「ほとんどやらない」202名（22.1％）であった。またスポーツ
クラブ等に加入していない対象者の運動頻度からみた実態は「ほとんど毎日する」77名（19.5％），
「ときどきする」195名（49.4％），「ほとんどやらない」123名（31.3％）であった。

3-2　休み時間における運動頻度と心身の健康要因及び社会性要因との関係
3-2-1　運動頻度と心身の健康要因と社会性要因との関係
　表 3は，運動頻度と心身の健康要因及び社会性要因との関係を示している。休み時間における運
動頻度と心身の健康要因及び社会性要因についての Kruskal-Wallis検定を行った結果，18項目中
14項目において有意な差がみられた。各要因別にみると，身体的要因である「ねむけとだるさ」，「身
体違和感」のカテゴリーすべてにおいて有意な差がみられ，精神的要因では「多愁訴」のカテゴリー
のみ有意な差がみられた。社会性要因である「社会的態度」，「社会的スキル」のカテゴリーでは，
すべての項目に有意な差がみられた。
　有意な差が見られた項目においてMann-Whitneyの U検定を行い，回答選択肢間の比較を行っ
たところ，「ほとんど毎日する」もしくは「ときどきする」と答えた児童の方が「ほとんどやらない」
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と答えた児童よりも，心身の健康要因及び社会性要因において高い得点を得ることができた。

3-2-2　スポーツクラブ等非加入者の休み時間における運動頻度と心身の健康要因及び社会性要因
との関係
　表 4は，スポーツクラブ等に加入していない児童の休み時間における運動頻度と心身の健康要
因及び社会性要因との関係を示している。スポーツクラブ加入者を除いた 395名にて，Kruskal-
Wallis検定を行った結果，18項目中 12項目において有意な差がみられた。各要因別での差は，身
体的健康要因の「ねむけとだるさ」・「身体違和感」のカテゴリーで 1項目ずつ有意な差が見られ，
精神的健康要因では「怒り」のカテゴリーで 1項目，「多愁訴」のカテゴリー 2項目において有意
な差がみられた。社会性要因については 8項目中，7項目で有意な差がみられた。
　有意な差の見られた 12項目でMann-Whitneyの U検定を行ったところ，12項目すべてにおいて，
運動を「ほとんどやらない」と答えた児童よりも，「ほとんど毎日やる」もしくは「ときどきやる」
と答えた児童の方が，心身の健康要因及び社会性要因において高い得点を得ることができた。
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　結果から，対象者全体でほぼすべての項目において有意な差がみられ，また，スポーツクラブに
加入していない対象者のみでの分析でも，18項目中 12項目において有意な差がみられた。この結
果より，学校生活以外で身体活動に取り組んでいない児童が，学校の休み時間に運動遊びなどの身
体活動を行うことと，身体的・精神的健康を保持増進させたり，社会性を育成したりすることに関
連のあることが示唆される。
　心身の健康要因と身体活動に関係が見られたことは，上地ら（2001）の研究の結果を追証する
形であり，心身の健康のために推進すべき行動であることが考えられる。また，休み時間の身体活
動と社会性要因に関連がみられたことは，児童の健康面だけでなく，発達段階に応じて育まれるべ
き資質の育成に影響を与えることが示唆された。なお，男女別，学年別において分析をした結果，
有意な差がほとんど見られなかったことから，児童が休み時間に身体活動を行うことの効果には，
性別や学年はあまり関係がないことが考えられる。

4．摘要

　本研究は小学生における休み時間における運動頻度と心身の健康及び社会性要因の関係を検討
することを目的とした。小学生 916名を対象とした質問紙調査を通して以下の点が明らかとなっ
た。
　①児童が休み時間において運動遊びなどの身体活動を行うことと，身体的健康・精神的健康及び
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社会性の 3要因には関係があること。
　②特に，スポーツクラブ等に加入していない児童を見た場合も同様の傾向が見られ，休み時間に
身体活動を行うことと 3要因には関係が見られること。
　本研究では以上のように児童が休み時間に身体活動を行うことの効果に関わる示唆を得ることが
できた。
　今後は休み時間に身体活動をすることが身体的・精神的健康を増進させたり，社会性を培ったり
しているのか，もしくは心身ともに健康な児童や，社会性が育成されている児童が身体活動を積極
的に行っているのかを検討する必要があると考える。それらを踏まえ，学校の休み時間における身
体活動の改善を促す方策について，継続的な研究を行いさらなる検討を重ねたいと考える。

注

1）身体活動とは，厚生労働省において「安静にしている状態よりも多くのエネルギーを消費するすべての動作

のこと」（厚生労働省 2013）と定義されているが，本研究で調査した児童の休み時間における身体活動とは，

「体を使った運動や遊び」と操作的に定義した。
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